
広報WARABI ● 平成30年３月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ２月１日現在人口：74,546人 前月比    －30人
 　　　　　　　　　   男 37,896人　女 36,650人
　　　　　　　　　 世帯数：38,255
　　　　　　　　　 人口密度：14,588人／km２

2018/平成30年
わらび・805

笑顔の輪広がる東っ子ダンス
みんなでつかんだ全国４位！
　昨年12月の全国小・中学生リズムダ
ンスふれあいコンクールで、みごと４
位に輝いた東小学校の６年生28人。息
の合ったダンスをカメラの前で披露し
てくれました。その様子はテレビ広報
「ハローわらび」（今月２日～８日）でも
御覧になれますのでお楽しみください。

～今月の特集～
◦わらび市政スポット

小学生の部に出場
チーム名は
「ハロー！
 ニコニコ東っ子！！」
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駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
道
路
の
整

備
に
合
わ
せ
て
、
昨
年
７
月
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
塚
越
１
丁
目
の
末

広
公
園
の
改
修
工
事
が
昨
年
末
に

完
了
し
ま
し
た
。
整
備
方
針
に
つ

い
て
は
、町
会
や
塚
越
商
店
会
、子

育
て
世
代
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
。「
利
便
性
や

快
適
性
の
向
上
を
」、「
幅
広
い
世

代
が
触
れ
合
え
る
公
園
に
」
と
い

っ
た
意
見
を
設
計
案
に
盛
り
込
み
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

改
修
後
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
道
路
側
に
メ
イ
ン

と
な
る
出
入
口
が
設
置
さ
れ
た
ほ

か
樹
木
の
伐
採
・
強
剪せ

ん

定
な
ど
に

よ
り
、
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲
気

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
園
内

の
段
差
を
小
さ
く
し
、
園
路
や
児

　今月の特集・市政スポットでは、昨年末にリニューア
ル工事が完了した塚越１丁目の末広公園と錦町２・４・
５・６丁目にまたがるわらびりんご通りを紹介します。

蕨

末
広
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
‼

　
　
更
な
る
地
域
の
憩
い
の
場
に

昨年末にリニューアルされた末広公園

特　集

　らび
まちの情

報を

発信しま
す

Point
◇�

蕨
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
道
路
と
の

一
体
的
な
整
備
で
利
便
性
や
快
適
性
が
向
上

◇
地
域
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
踏
ま
え
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

◇
明
る
く
開
放
的
な
幅
広
い
世
代
の
憩
い
の
場

成
21
年
度
か
ら
整
備
が
行

わ
れ
て
い
る
錦
町
区
画
整

理
地
区
内
の
元も

と

蕨わ
ら
び

法ほ
っ

ヶけ

田だ

線
。
25

年
度
か
ら「
わ
ら
び
り
ん
ご
の
会
」

平 Point

元蕨法ヶ田線（錦町）
　　愛称はわらびりんご通り

◇沿道に地域の宝わらびりんごの木
◇�錦町コミュニティ委員会の皆さん
が元蕨法ヶ田線の愛称を検討
◇区間は約1,010㍍（２月末現在）

市政スポ
ット
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童
用
・
幼
児
用
遊
具
を
新
設
す
る

な
ど
各
世
代
の
憩
い
の
場
と
な
る

よ
う
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主

体
と
な
っ
た
自
主
管
理
団
体
が
発

足
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
一
新
さ
れ
た
末

広
公
園
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

の
皆
さ
ん
が
沿
道
に
わ
ら
び
り
ん

ご
の
苗
木
を
植
樹
す
る
な
ど
、
地

域
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

道
路
の
一
部
区
間
が
完
成
す
る
に

当
た
り
、
愛
称
を
錦
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
委
員
会
が
検
討
し
、
昨
年
11

月
、「
わ
ら
び
り
ん
ご
通
り
」
に

決
定
。
１
月
末
に
は
道
路
通
称
名

標
識
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
７
本
の
苗
木
が
植
樹

さ
れ
、
計
36
本
が
並
ぶ
わ
ら
び
り

ん
ご
通
り
。
沿
道
に
春
に
は
白
く

か
わ
い
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
、
初

夏
に
は
赤
い
果
実
を
た
わ
わ
に
実

ら
せ
る
こ
の
通
り
は
、
蕨
の
新
た

な
名
所
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

沿道に植樹されたわらびりんごの木

田
た

中
なか

 沙
さ

織
おり

さん
塚越２丁目

吉
よし

田
だ

 健
たけし

さん
錦町２丁目

　うっそうと茂っていた木が
なくなり明るくなりましたね。
バリアフリーにも対応し、ベ
ビーカーが押しやすく、子育
て世代や高齢者の人も利用し
やすいと思います。年代別の
遊具もそろっているのでこれ
からも利用していきたいです｡

　「わらびりんごの会」の一員
としてわらびりんごの普及活
動を行っています。この度、
愛称がわらびりんご通りに決
まり、まちのよいＰＲになる
ことと思います。この地域の
宝を市内外のおおぜいの人に
親しんでもらいたいですね。

開放的で親しまれる場に

愛称を通してまちをＰＲ

蕨
　駅 蕨塚越郵便局●西

口

東
口

西川口↓

仁中歩公園●

蕨駅東口コミュニティ・
ショッピング道路

●

●

セブンイレブン

マツモトキヨシ

● 末広公園

末広公園基本情報
ところ＝塚越１－10
面積＝2,078平方㍍
開設＝昭和41年４月（平成29年12
月にリニューアルオープン）
施設＝バリアフリー対応出入口・
園路・複合遊具２基・ブランコ１
基・砂場１基・スプリング遊具２
基・四連鉄棒１基・ベンチ６基・
水飲み場・パーゴラ・トイレほか
その他＝樹木を伐採・強剪定

▲樹木の伐採・強剪定により明るくなった広場▲全て新設された遊具

◀
幅
広
い
世
代
の
憩
い
の
場
に

わらびりんご通り概要
ところ＝錦町２・４・５・６丁目
愛称決定日＝平成29年11月
区間＝約1,010㍍（２月末現在）
その他＝平成25年度から毎年度、
わらびりんごの会の皆さんが沿道
にわらびりんごの苗木を植樹。今
年度は２月に７本植樹し計36本に

市役
所通
り

蕨市役所

富士
見公
園通
り

錦町スポーツ
広場

わらびりんご通り

富士見公園

わらびりんご
公園

N

第二中学校

国道
17号

西小学校

国
道
17
号

市役
所通
り

わらびりんご通り

▲改修前



広報WARABI　4■本人通知制度／住民票の写しなどを本人以外に交付した場合に登録者へ通知　登録・詳細＝市民課（緯433・7751）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）へ
。

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
塚
越
剣
友
会（
剣
道
）　

土
曜
日

＝
午
前
８
時　

水
曜
日
＝
午
後
７

時　

東
小　

月
２
０
０
０
円　

年

長
～
小
学
生　

詳
細
は
電
話
確
認

≪
町
田
・
緯
441
・
０
５
６
９
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜

日
・
祝
日　

北
小　

月
１
５
０
０

～
２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は
年

間
１
０
０
０
円
）
年
中
～
小
学
生

活
動
時
間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・

４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
北
町
囲
碁
ク
ラ
ブ　
土
曜
日　
午

後
１
時　
北
町
公
民
館　
年
１
２
０

０
円
≪
小
林
・
緯
431
・
３
１
８
０
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時　

南
公
民
館　

無
料
≪
山

本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ

＆
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・

金
曜
日　

午
前
６
時
15
分　

城
址

公
園
≪
平
田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・

６
９
０
７
≫

▼
蕨
中
東
カ
ン
フ
ー
ク
ラ
ブ　

土

曜
日　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
半

中
央
東
小　

月
３
０
０
０
円
≪
長

塚・
緯
090・５
７
５
４・８
９
２
５
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
市
民
交
流
・
談

話
）　

月
１
回　
正
午　
市
内　
５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

31日（土）と4月７日（土）は
市役所窓口の一部が利用できます
開設時間＝午前8時半～正午

　引っ越しが多くなるこの時期、平日、市役所へお越
しいただけないかたにもご利用いただけるよう、31日
と４月７日の土曜日に、市役所の窓口を一部開設しま
す。平日と同様の取り扱いができないものもあります
ので、ご不明な点は事前に担当課へご連絡ください。

開設窓口 取　り　扱　い　業　務 特記事項

市民課（１階）
緯433・7751

（異動、証明書関係）
⃝転入、転出、転居などの各種異動届出の受付
⃝住民票に関する証明書の交付　⃝印鑑登録、証明書の交付
⃝戸籍の届出の受領　⃝戸籍に関する証明書の交付
⃝マイナンバーカードの交付

（国民年金関係）
⃝転入時の国民年金関係届（１号被保険者）の受付
⃝国民年金の資格取得・喪失手続き
⃝申請免除・学生納付特例申請などの受付

○�住民基本台帳の閲覧、住所の付
定、広域交付の住民票の交付は
できません
○�戸籍の届出については、届書の
受領のみとなります
○�年金事務所閉庁のため資格取
得・喪失手続きは、年金手帳・
資格喪失証明書などを持参した
場合に限ります。また、納付状
況の問い合わせもできません

介護保険室（１階）
緯433・7835

⃝�転入、転出などの異動に伴う介護保険の加入・脱退の手続き
⃝高齢者福祉サービスの申請受付

○�要介護認定などの申請・相談業
務は取り扱いできません

福祉総務課
障害者福祉係（１階）
緯433・7754

⃝�転入、転出などの異動に伴う身体障害者手帳・療育手帳
の変更・喪失手続き

○�身体障害者手帳・療育手帳、障
害福祉サービスなどの申請・相
談業務は取り扱いできません

税務課（１階）
緯433・7749

⃝転入、転出などの異動に伴う各種税証明の交付
⃝原動機付自転車の登録・廃車手続き

○�市民税の申告・相談は取り扱い
できません
○�固定資産税関連の業務は取り扱
いできません

医
療
保
険
課（
２
階
）

国民健康保険担当
緯433・7712

⃝転入、転出、転居などの異動に伴う課税内容の説明
⃝国民健康保険の加入・脱退手続き
⃝被保険者証の再交付手続き

医療費給付係
緯433・7736

⃝国保高齢受給者証　資格取得・喪失・変更届の受付
⃝国保葬祭費・療養費などの支給申請の受付
⃝国保人間・脳ドック、PET検診補助申請の受付

○�保養施設の利用券の発行はでき
ません

長寿医療係
緯433・7503

⃝後期高齢者医療 資格取得・喪失・変更届の受付
⃝�後期高齢者医療 葬祭費・療養費などの支給申請の受付
⃝�後期高齢者医療 人間・脳ドック、PET検診補助申請の受付

○�後期高齢者医療被保険者証、限
度額認定証、特定疾病受療証、
保養施設の利用券の発行はでき
ません

児童福祉課（２階）
緯433・7757

⃝�転入、転出、転居、出生などの異動に伴う、こども医療費、
児童手当などの手続き

○�保育園・留守家庭児童指導室関
連の業務は取り扱いできません

納税推進室（２階）
緯433・7709

⃝�通常業務を行います（市税・国民健康保険税の納税、納
税相談、介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付など）

学校教育課（１階）
緯433・7728

⃝転入、転出、転居に伴う転校、住所変更などの手続き
⃝転入、転出、転居に伴う区域外就学の手続き

○�当日は、庁舎１階へ移動して業
務を行います



5　広報WARABI ■ボートレース戸田／開催＝１日～４日・６日～13日・16日～21日・25日～29日　詳細＝戸田競艇組合（緯441・7711）

▼
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（
英
語
サ

ー
ク
ル
）　
月
３
回
火
曜
日　

午
後

４
時
半　
旭
町
公
民
館　
月
３
０
０

０
円　

小
学
１
・
２
年
生
≪
豊
崎
・

緯
090
・
４
５
９
８
・
３
１
７
２
≫

▼
福
寿
会（
民
謡
）　

月
３
回
火
曜

日　

午
後
１
時
半　

旭
町
公
民
館

月
１
５
０
０
円
≪
松
本
・
緯
444
・

０
２
５
９
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
蕨
警
察
署
少
年
剣
道
教
室　
火
・

木
曜
日　
午
後
６
時　
同
署　

小
・

中
学
生
≪
同
署
生
活
安
全
課
・
神

山
・
緯
444
・
０
１
１
０
≫

▼
「
ふ
る
さ
と
の
店
め
ぐ
り
」
参

加
者
説
明
会　

日
時
等
は
電
話
確

認
≪
日
帰
り
旅
倶
楽
部
・
岩
本
・

緯
090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
カ
ノ
ン
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
＝
13
日　

午

後
１
時　

６
０
０
円　

発
表
会
＝

24
日　

午
後
１
時
15
分　

９
９
９

円　

前
売
り
券
あ
り　

く
る
る
≪

坂
内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼
Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

８
日
・
22
日
・
29
日　

午
後
１
時

く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯

080
・
５
１
８
３
・
８
３
４
２
≫

▼
江
戸
あ
る
き
「
塩
の
道
小
名
木

川
と
中
川
船
番
所
資
料
館
か
ら
砂

町
銀
座
商
店
街
へ
」
３
日
・
８
日

午
前
９
時　

蕨
駅
改
札
前　

７
０

０
円
≪
富
山
・
緯
090
・
２
７
６
４
・

１
３
４
２
≫

▼
第
３
回
市
民
公
開
講
座
「
知
ろ

う
!!
高
次
脳
機
能
障
害
～
基
礎
編

～
」
10
日　

午
後
３
時　

戸
田
中

央
リ
ハ
ク
リ
ニ
ッ
ク　

先
着
30
人

≪
戸
田
中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
院
・
緯
442
・
１
１
１
６
≫

蕨のこと
もっと好きになる

歴史を感じる糸車体験
　

１
月
29
日
、
中
央
東
小
学

校
で
１
年
生
56
人
を
対
象
に

「
糸
車
体
験
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
内
小
学
校
な
ど
で

教
師
を
し
て
い
た
皆
さ
ん
の

指
導
の
下
、
綿
花
か
ら
種
を

取
り
除
く
綿わ

た

繰く

り
や
、
糸
車

で
の
糸
紡
ぎ
な
ど
糸
を
作
る

工
程
を
児
童
た
ち
が
体
験
。

機
織
り
の
ま
ち
と
し
て
栄
え

た
蕨
の
歴
史
に
触
れ
ま
し
た
。

夫婦の協力で同時受賞
　

育
児
や
料
理
に
取
り
組
む

男
性
の
写
真
を
対
象
に
し
た

「
イ
ク
メ
ン
・
料
理
男
子
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式

が
２
月
６
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
応
募
数
は
イ

ク
メ
ン
部
門
、
料
理
男
子
部

門
合
わ
せ
て
29
点
。
南
町
在

住
の
田た

中な
か

真ま

理り

子こ

さ
ん
が
両

部
門
の
大
賞
を
受
賞
す
る
初

の
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

拉致問題考える講演会
　

２
月
10
日
、
市
民
会
館
で

わ
ら
び
学
び
あ
い
カ
レ
ッ
ジ

主
催
の
「
飯
塚
繁
雄
さ
ん
講

演
会　

妹
よ
！
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。「
北
朝
鮮
に
よ
る
拉

致
被
害
者
家
族
連
絡
会
」
代

表
の
飯い

い

塚づ
か

繁し
げ

雄お

さ
ん
に
よ
る

被
害
者
家
族
の
皆
さ
ん
の
悲

痛
な
思
い
な
ど
の
お
話
に
、

参
加
者
１
０
０
人
は
拉
致
問

題
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

人工芝にリニューアル
　

錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
、
２
月
24
日
、

「
蕨
市
・
片か

た

品し
な

村
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
交
流
大
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。参
加
者
78
人
は
、

色
鮮
や
か
な
人
工
芝
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
競
技
を
し
な
が
ら

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
同
施
設
の
一
般
利
用

は
今
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

◆

　蕨の歴史や文化が絵札となり、楽
しみながらまちのことを学べるわら
び郷土かるた。そのかるたを用いた
大会が２月18日、中央小学校で開か
れました。３人一組の84チームが低
学年と高学年に分かれて熱戦を展開
し､児童252人は交流を深めながら郷
土への愛着を育みました｡なお､優勝
チームはドラゴンボールファイター
ズ（低学年）とＭ

エム

Ａ
エー

２
ツー

（高学年）でした｡

熱戦！わらび郷土かるた大会

巨大フラッグに夢記す
　

西
小
学
校
で
は
、
同
校
の

卒
業
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
縦

12
・
３
㍍
×
横
24
㍍
の
ビ
ッ

ク
フ
ラ
ッ
グ
へ
の
寄
せ
書
き

が
卒
業
前
の
恒
例
行
事
で
す
。

10
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

る
こ
の
催
し
は
今
年
で
８
回

目
。
２
月
13
日
に
は
６
年
生

63
人
が
将
来
に
つ
い
て
語
り

合
い
な
が
ら
、
旗
に
思
い
思

い
の
夢
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

　試合では自分たちの陣地の札
は絶対に取られないようにしよ
うと、作戦を立てていました。
優勝を目指して、仲間の２人と
学校や公民館などで練習してき
たので、とてもうれしいです！

うれしいな！
低学年で優勝

感想を聞きました

岡
おか

村
むら

　虎
こ

太
た

郎
ろう

さん
南小学校３年生

優勝した低学
年チーム（前
列）と高学年
チーム（後列）
いずれも南小

会場内は出場
した児童と応
援する保護者
の熱気であふ
れていました
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じ
い
ち
ゃ
ん　

た
だ
い
ま
～
。

ワ
ラ
ビ　

な
ん
か
ご
機
嫌
だ

ね
。
ど
こ
行
っ
て
き
た
の
？

じ
い
ち
ゃ
ん　

高
齢
者
ク
ラ

ブ
の
集
ま
り
だ
よ
。

お
母
さ
ん　

気
の
合
う
人
た

ち
が
い
る
の
よ
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

カ
ラ
オ
ケ
を

し
た
り
話
を
し
た
り
、
充
実

し
た
時
間
が
過
ご
せ
る
ん
だ
。

お
母
さ
ん　

先
月
12
日
に
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
懇
談
で
深
ま
る
交
流

今
年
度
新
た
に
１
団
体
発
足
し
計
25
団
体
に

市
民
会
館
で
芸
能
大
会
が
開

か
れ
て
、皆
さ
ん
、自
慢
の
歌

や
踊
り
を
披
露
し
た
の
よ
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

今
回
も
盛
大

に
行
わ
れ
た
ん
だ
。

ワ
ラ
ビ　

お
友
だ
ち
も
増
え

て
楽
し
い
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
な
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

じ
ゃ
あ
全
て

の
団
体
を
ま
と
め
て
い
る
連

合
会
会
長
に
会
い
に
行
こ
う
。

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
！

鈴
村
会
長　

高
齢
者
ク
ラ
ブ

は
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
が

会
員
に
な
れ
る
団
体
で
す
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

わ
し
も
退
職

後
に
入
っ
た
ぞ
。
と
こ
ろ
で

市
内
に
は
ど
の
く
ら
い
の
ク

ラ
ブ
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？

鈴
村
会
長　

今
年
度
、「
中
町

さ
く
ら
会
」が
発
足
し
て
、ク

ラ
ブ
数
は
25（
右
下
表
参
照
）、

会
員
数
は
１
４
０
０
人
以
上

に
も
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
ご

と
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
る
ん
で
す
よ
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

趣
味
や
懇
親

会
な
ど
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
る
ク
ラ
ブ

も
あ
る
と
聞
い
た
ぞ
。

お
母
さ
ん　

定
期
的
に
外
出

し
て
地
域
の
人
と
交
流
す
る

と
、
心
も
体
も
晴
れ
や
か
に

な
り
、健
康
に
も
い
い
わ
ね
。

ワ
ラ
ビ　

お
友
だ
ち
と
会
う

と
元
気
に
な
る
よ
ね
。

鈴
村
会
長　

今
後
、
更
に
高

齢
化
が
進
ん
で
い
く
な
か
、

仲
間
づ
く
り
や
支
え
合
い
の

面
か
ら
も
ク
ラ
ブ
の
役
割
は

増
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
協
力

し
な
が
ら
、
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

じ
い
ち
ゃ
ん　

そ
う
だ
な
。

ワ
ラ
ビ　

た
く
さ
ん
の
人
に

参
加
し
て
ほ
し
い
ね
！

健康・生きがいづくりに
楽しみながら活動
高齢者クラブ

　レクリエーションや懇親会を通じ
て、地域で会員どうしの交流を深め
ている高齢者クラブ。今年度１団体
増え､現在25団体が活動しています｡
対象はおおむね60歳以上の人。健康
づくりや生きがいづくりにぴったり
のこの活動にぜひご参加ください。

七
和
会
の
皆
さ
ん（
上
）・
鈴
村
幸
正
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長（
下
）

～活動を通して心も体も元気はつらつに～ ～高齢者クラブ一覧～

北
町

北五寿会
錦
町

水深長寿会

親和会 寿会

しろはと会 和楽美会

北一あしたの会

中
央

松寿クラブ

北２シニアクラブ 美園会

中町さくら会 福寿会

塚
越

三寿会 土橋長生会

百仙会 七福会

二葉会

南
町

さわらび会

末広会 三楽会

七和会 みずほ会

塚越和楽会 つくも会

六実会

写真左上から下へ：｢七福
会｣､「三楽会｣、｢松寿クラ
ブ」（いずれも先月12日に開
催した蕨市高齢者クラブ連
合会の芸能大会）
写真右：グラウンドゴルフ
を楽しむ ｢三寿会｣

加入希望者は介護保険室（緯 433・7756）へ
※地区以外の人でも入れるクラブもあります。

親と子の
ニュースの
小窓
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皆
さ
ん
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
認
知
症
の
理
解
と

正
し
い
対
応
を
学
ん
だ
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
す
。

私
も
養
成
講
座
に
参
加
し
て
、

リ
ン
グ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
は
今
、
世
界
に
類
を

見
な
い
速
度
で
高
齢
化
が
進

み
、
７
年
後
に
は
４
人
に
１

人
が
75
歳
以
上
と
い
う
超
高

齢
社
会
を
迎
え
ま
す
。
認
知

症
に
な
る
方
も
増
え
、
そ
の

数
は
７
０
０
万
人
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
だ

け
で
な
く
社
会
全
体
の
受
け

皿
が
求
め
ら
れ
る
時
代
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
こ
の
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、

認
知
症
の
方
が
地
域
の
支
え

の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
蕨
で
は
超
高
齢
社

会
を
見
据
え
、
認
知
症
予
防

講
座
や
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
の
配
置
を
は
じ
め
、
新

た
な
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
が
今
月
に
開
設
す

る
ほ
か
、
30
年
度
に
は
認
知

症
初
期
対
応
集
中
チ
ー
ム
を

設
置
す
る
な
ど
、
認
知
症
対

策
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

養
成
講
座
に
つ
い
て
も
、

今
月
か
ら
上
級
者
向
け
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
を
開
始

す
る
な
ど
、
引
き
続
き
、
支

え
合
い
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
、

よ
り
充
実
し
た
取
り
組
み
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

オレンジリングで広がる
支え合いのまちづくり

106

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
ただし、今月は８日です。４
月は５日です。時間は午後１
時～５時を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課
（緯433・7701）へご連絡を。

千
かず

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

彰
しょう

真
ま

ちゃん
（４歳２か月）

山
やま

本
もと

　文
ぶん

司
じ

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・二男　 　
　　錦町５丁目

睦
むつ

実
み

ちゃん
（１歳１か月）

小
お

澤
ざわ

　俊
とし

章
あき

さん　
美
み

江
え

さんの
長女　　　　

　　中央３丁目

　
「
活
発
で
人
な
つ
っ
こ
い

睦
実
。
11
か
月
の
頃
か
ら
歩

け
る
よ
う
に
な
る
と
、
自
分

か
ら
新
し
い
友
だ
ち
の
輪
に

入
っ
て
い
く
な
ど
、
成
長
ぶ

り
に
日
々
驚
か
さ
れ
ま
す
。

最
近
は
家
中
の
物
を
持
っ
た

り
運
ん
だ
り
す
る
こ
と
に
夢

中
で
、覚
え
た
ば
か
り
の『
ど

う
ぞ
』
と
い
う
言
葉
と
い
っ

し
ょ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く

れ
る
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
睦

実
に
は
、
多
く
の
人
と
の
出

会
い
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
と

『
睦
』の
字
を
授
け
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
友
だ
ち
を
た
く

さ
ん
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す

ね
」と
、母
親
の
美
江
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－551－

～ 花の会 ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

花
はな

ノ
の

本
もと

 寿
とし

稀
き

 先生

の
会
は
今
年
で
創
立

10
年
目
に
な
る
日
本

舞
踊
の
団
体
で
す
。
対
象
は

小
・
中
学
生
で
す
が
、高
校
生

や
保
護
者
も
お
稽け

い

古
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員

は
17
人（
男
２
人
・
女
15
人
）。

第
２
・
４
日
曜
日
の
正
午
か

ら
中
央
公
民
館
、
第
２
・
４

木
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
旭

町
公
民
館
で
活
動
し
て
い
て
、

蕨
市
文
化
祭
な
ど
で
そ
の
成

果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
低
学
年
で
入
会
す

る
人
が
多
い
た
め
、
ま
ず
は

正
座
や
お
じ
ぎ
、
着
付
け
と

い
っ
た
基
本
的
な
礼
儀
や
作

法
が
身
に
付
く
よ
う
心
が
け

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
所
作

を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
保

護
者
か
ら
は
、
ふ
だ
ん
の
姿

勢
も
よ
く
な
っ
た
と
い
う
声

も
上
が
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

　

お
稽
古
で
は
、
初
心
者
に

は
手
本
を
ま
ね
て
覚
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
手
取
り
足
取

り
指
導
す
る
一
方
、
長
年
続

け
て
い
る
会
員
に
は
上
達
に

応
じ
た
技
を
教
え
、
伝
統
文

化
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
来
月
に
開
催
さ

れ
る
藤
ま
つ
り
に
向
け
て
お

稽
古
に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。

三
学
院
の
舞
台
で
フ
ジ
に
ち

な
ん
だ
演
目
な
ど
を
披
露
し

ま
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち
の

か
わ
い
ら
し
く
も
凛り

ん

と
し
た

舞
を
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

花

２月４日の蕨市文化祭の様子

日本舞踊に興味があれば経験や性別を問わず歓迎で
す。花ノ本（緯212・8010）までお問い合わせください
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月
に
開
催
さ
れ
た
関
東
高

等
学
校
空
手
道
選
抜
大
会
。

北
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
女
子
個
人
マ
イ

ナ
ス
59
㌕
級
で
優
勝
に
輝
い
た
の

は
、
埼さ

い

玉た
ま

栄さ
か
え

高
等
学
校
空
手
道
部

員
の
岡
田
さ
や
か
さ
ん
（
17
歳
・

南
町
２
丁
目
）
で
す
。
26
日
か
ら

始
ま
る
第
37
回
全
国
高
等
学
校
空

手
道
選
抜
大
会
で
は
、
自
身
初
の

個
人
代
表
と
し
て
、
１
対
１
で
腕

を
競
う
組
手
の
部
に
出
場
し
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
県
大
会
を
突
破
し
、

挑
ん
だ
関
東
大
会
は
実
力
が
伯
仲

し
た
厳
し
い
戦
い
の
連
続
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、「
決
勝
で
は
冷
静
に

流
れ
を
判
断
で
き
、
得
意
の
上
段

逆
突
き
で
勝
負
を
決
め
ら
れ
ま
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
岡
田
さ
ん
が
空
手
の
稽け

い

古
を
始
め
た
の
は
４
歳
の
と
き
。

広
報
蕨
　
八
〇
五
号
　
平
成
三
十
年
三
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
全国高等学校空手道選抜大会出場　

岡
おか

田
だ

 さやか さん

１

まっすぐな思いを力に

全
国
大
会
で
入
賞
す
る
な
ど
空
手

に
情
熱
を
注
ぐ
父
・
三み

喜き

男お

さ
ん

の
指
導
の
下
、
兄
・
達た

つ

哉や

さ
ん
と

と
も
に
、
自
然
と
こ
の
道
を
歩
み

始
め
ま
し
た
。
け
が
に
見
舞
わ
れ

た
り
、
試
合
に
勝
て
な
か
っ
た
り

と
つ
ら
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

『
継
続
は
力
な
り
』
の
信
念
を
胸

に
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

中
学
卒
業
後
、「
強
豪
校
で
腕
を

磨
き
た
い
」と
、実
力
者
の
集
う
埼

玉
栄
高
校
へ
。
正
月
以
外
の
ほ
ぼ

毎
日
、
３
時
間
以
上
の
稽
古
に
明

け
暮
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
、

三
喜
男
さ
ん
の
教
え
で
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
な
ス
タ
イ
ル
と
は
逆
の
、

利
き
手
の
右
手
を
体
の
前
に
構
え

て
戦
う
岡
田
さ
ん
。
相
手
の
攻
撃

を
い
な
す
こ
と
に
た
け
る
な
ど
、

間
合
い
の
取
り
方
が
特
長
で
す
。

更
に
は
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
場
面
で

間
合
い
を
一
気
に
詰
め
て
、
顔
面

目
が
け
て
左
手
を
鋭
く
突
き
出
す
、

上
段
逆
突
き
を
武
器
に
全
国
へ
の

切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

間
近
に
控
え
た
全
国
大
会
に
向

け
、「
納
得
の
い
く
試
合
運
び
に
こ

だ
わ
り
、勝
ち
上
が
り
た
い
で
す
」

と
、
闘
志
を
燃
や
す
岡
田
さ
ん
。

そ
し
て
、
高
校
生
活
の
集
大
成
と

も
い
え
る
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

の
表
彰
台
も
見
据
え
て
い
ま
す
。

「
強
く
な
り
た
い
―
」。
純
粋
な
思

い
が
こ
め
ら
れ
た
拳
は
、
未
来
へ

一
直
線
に
向
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

輝

いて
ます

突きの構えをとり笑顔を見せる岡田さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　

暁
斎
が
12
か
月
の
風
俗
を
１
図
ず
つ

12
幅
描
い
た
「
月つ

き

次な
み

風
俗
図
」
シ
リ
ー

ズ
の
一
つ
で
す
。
３
月
は
潮し

お

干ひ

狩が

り
。

江
戸
時
代
、
３
月
３
日
は
潮
干
狩
り
の

日
で
も
あ
り
、
品し

な

川が
わ

沖
や
洲す

崎さ
き

な
ど
の

名
所
へ
出
か
け
、
大
人
も
子
ど
も
も
思

い
思
い
に
貝
や
小
魚
を
拾
い
ま
し
た
。

　

本
図
の
よ
う
な
即
興
で
描
い
た
絵
画

を
「
席せ

き

画が

」
と
言
い
、
当
時
、
会
主
が

有
名
書
画
家
を
招
い
て
「
書
画
会
」
を

開
催
し
て
は
、
市し

井せ
い

の
人
々
の
依
頼
に

応
え
て
、
そ
の
場
で
書
や
絵
を
仕
上
げ

て
販
売
し
ま
し
た
。
暁
斎
も
明
治
６
年

（
１
８
７
３
）に
会
主
を
務
め
て
書
画
会

を
開
き
、
１
日
に
２
０
０
枚
も
席
画
を

描
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

天才絵師の作品

蕨にあり
─No.22 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日
　　　　毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般500円
　　　　中学生～大学生400円
　　　　小学生以下200円
　 　 　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　３月２日(金)～４月25日(水)
　「あそびつくし｣ 展

暁斎筆
「月次風俗図　三月　潮干狩り」
明治７年（1874）　紙本淡彩

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す


